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国
民
年
金
は
、
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
の
老
齢
基
礎

年
金
や
万
が
一
の
場

合
の
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
長
い
人
生
に
は
思
い
が

け
な
い
病
気
や
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め

に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
は
、
法
定

免
除
と
申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。
法
定
免
除
は
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護
法
に

基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
が
該
当
し
、
申
請
免
除
は
前
年

の
所
得
が
少
な
い
な
ど
経
済
的
な
理

由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
が
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
失
業

な
ど
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人
も
、
特
例
的
に

免
除
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ

れ
る
「
全
額
免
除
」
と

半
額
が
免
除
さ
れ
る

「
半
額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請

免
除
は
ど
な
た
で
も
承
認
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
り
、

免
除
と
な
る
所
得
（
収
入
）
が
基
準

額
を
下
回
る
場
合
に
承
認
さ
れ
ま
す

（
下
表
参
照
）。

免
除
の
承
認
期
間
は
、
七
月
（
ま

た
は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
の

六
月
ま
で
で
す
。
一
年
間
免
除
を
希

望
す
る
人
は
、
七
月
か
八
月
に
申
請

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
役
場
住
民

生
活
課
ま
た
は
役
場
各
支
所
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

住
民
記
録
担
当
（
�
８
２
│
３
１

１
１
内
線
１
２
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

人
権
擁
護
委
員
に

田
代
さ
ん
が
再
任

八
幡
町
の
田
代
省
平
さ
ん
（
七
二

）

が
、
こ
の
ほ
ど
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
七
月
一
日

付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち

の
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う

監
視
し
、
万
が
一
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
、
救
済
の
た
め
適
切
な
処
置
を
取

る
こ
と
な
ど
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
田
代
さ
ん
の
ほ
か
に

四
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る

家
庭
内
や
近
隣
関
係
な
ど
の
問
題
を

は
じ
め
、
土
地
や
交
通
事
故
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

▽
田
代
省
平
（
�
８
２
│
２
５
８

４
）
▽
内
田
真
由
美
（
�
８
６
│

３
２
９
２
）
▽
湊
多
喜
郎
（
�
８

２
│
５
８
６
５
）
▽
吉
田
�
右
ェ

門
（
�
８
４
│
２
５
４
９
）
▽
港

安
子
（
�
８
４
│
２
２
６
９
）

保
険
料
納
付
が
困
難
な

場
合
は
免
除
の
申
請
を

宮古社会保険事務所では、国
民年金保険料の臨時納付窓口を
開設します。これは、納め忘れ
などによる保険料の未納期間の
長期化を防止し、大切な受給権
を守るために開設するものです。
窓口では将来受給する年金額

や保険料の免除申請などの相談
にも応じます。どうぞご利用く
ださい。
�日時　８月24日（火）

午後２時～７時
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�対象者　無年金者を除く保険
料未納者
�問い合わせ　宮古社会保険事
務所（�62－1963）へどうぞ。

老後の安心を支える国民年金。若
いうちから保険料を納め続け、大
切な受給権を守りましょう

�免除対象となる所得（収入）の目安

4 人世帯（夫婦、子 2
人で、子の 1 人は16
歳以上23歳未満）

164万円
（260万円）

285万円
（424万円）

世 帯 員 数 全額免除 半額免除

3人世帯（夫婦、子 1
人で、子は16歳未満）

129万円
（210万円）

215万円
（333万円）

2人世帯（夫婦のみ） 94万円
（159万円）

172万円
（271万円）

単身世帯 35万円
（100万円）

85万円
（150万円）

※単身世帯以外は、夫、妻どちらかに所得（収入）の
ある世帯の場合の目安です。
※（ ）内の額は収入です。

人権擁護委員

田 代 省
しょう

平
へい

さん

国民年金保険料の臨時
納付窓口を開設します


